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　札幌近郊の農業を、もっと身近に、もっと楽しく。昨年 11 月の札幌コレクションで芽生えた
あの想いを、みんなで大切に運びながら、プロジェクトは次なる一歩を踏み出しました。�
4 月 11 日、プロバスケットボール「レバンガ北海道」の試合会場に現れたのは、お揃いのエプ
ロンを締めた小俣彩織さん、大野ユリエさん、hanano さん、moeri さんの ４人！さらにホッカ
イドウ競馬 PR中のmiku さんも応援に駆けつけ、ＪＡさっぽろ青年部の皆さんと共に、畑で出
会った生産者の愛情を直接「おいしい形」にして届けました。
　スポーツの熱気と農業の情熱が交差する中、みなさんの真っ直ぐな想いは多くのファンの心
に響き、札幌・石狩の食の魅力は確かな手応えとともに、また一つ未来へと繋がりました。

「いらっしゃいませ！」と元気に呼
びかける5人の姿に、会場では 30
名以上の長い列が。用意
した150 食のライスバー
ガーは約 2時間であっと
いう間に完売。地元の恵
みが、たくさんの笑顔に
変わった瞬間でした。

青年部や今村さん（小松菜
生産者）も一緒に、今年初
出荷の小松菜を「どうぞ」
と直接プレゼント。作る人
と伝える人が一つに
なって、札幌の旬を届
けました。

手から手
へ、

ぬくもり
を

特集

サツコレの感動を、次なる舞台「レバンガ北海道」へ。
SATSU ♡ VEGE 第 2 弾、150 食のライスバーガーが即完売！

笑顔の
完売御礼！
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　旬の食材を一度に味わうこと
で、さまざまな栄養がしっかり摂
れてボリュームも満点です！食べ
た方が思わず笑顔になって、元気
とパワーをチャージしてもらえた
ら嬉しいなと思っています。札幌
近郊の食材をふんだんに使った、
こだわりのライスバーガーが完成
してよかったです♡
� 大野ユリエさん

　札幌近郊の恵みを“みんなが
好きな味”で頬張ってほしい！
そんな思いを詰め込んだライス
バーガーがたくさんの人に届い
てとても嬉しかったです！これ
からも、たくさんの方に喜んで
いただけるような美味しさをお
届けしていきたいです！
� 小俣彩織さん

「今回は石狩
4 4

の
4

お米
4 4

がメイン！」というこだわりのもと、
地物市場拠点「とれのさと」の厳選米を使用。

人気店「北海道おにぎりスタイル回」の及川シェフと共同開発美味しい物語。

小俣さん提案。吉川農園さん
のじゃがいもが主役。素材
の甘みを活かした、優しく懐
かしい味です。

ヴェール農場さんの札幌黄
と、熊木農園さんの紫玉ね
ぎがたっぷり。カレーの香
りで、みんな元気いっぱい！

カレー豚オニオンカレー豚オニオン

管理栄養士の大野さんが栄養
を監修。清田しいたけファー
ムさんのしいたけとチーズが、
お米と仲良く重なりました。

きのチーバーグきのチーバーグ ほくたまBLTほくたまBLT

小俣彩織さん
Instagram

ドンクモデル
Instagram

大野ユリエさん
Instagram

moeri さん
Instagram

hananoさん
Instagram

協力生産者の皆さま（順不同・敬称略）

お米：地物市場拠点「とれのさと」　馬鈴薯（メークイン）：吉川農園　札幌黄（玉ねぎ）：ヴェール農場　
紫玉ねぎ：熊木農園　卵：永光農園　ベーコン・肉：古川農場　
レタス：�コムズファーム就労継続支援B型事業所　ラディッシュ：ユウサン・ファーム　
人参：六川農園　しいたけ・きくらげ：�清田しいたけファーム　チーズ：小林牧場　
赤大根：はるきちオーガニックファーム　

【札幌野菜】SATSU♡VEGE
プロジェクト🥦札幌近郊でお
いしい農畜産物を大調査！

【行列できた】札幌食材で
作ったライスバーガー販売
したらまさかの結果に…🤩

【札幌食材】正直、美味しすぎる。
レバンガ北海道の試合で販売😋🥬

今回の取り組みの様子は、ドンク公式YouTubeチャンネルで公開中です。ぜひご覧ください。

第２弾第1弾
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好みにあった 
備蓄品で生活できる
料理の好みやアレルギーなど、
家族に合わせた食事を
提供できます。

生活スペースが 
確保できる

家族の生活スタイルを保ちながら、
清潔で落ち着いた環境を
確保できます。

ペットと一緒に過ごせる
避難所での生活でストレスが
たまるのはペットも同じです。

プライバシーが守られる
着替えや授乳、就寝など、

周囲を気にせずリラックスできます。

災害はいつ起きるか分かりません。もしものとき、自宅で安全に過ごせたら……。
いつもの暮らしをほんの少し見直すだけで大丈夫。

家族みんなが安心して過ごせる住まいを目指しましょう。

備えあれば憂いなし！備えあれば憂いなし！
災害に強い住まいを目指しましょう災害に強い住まいを目指しましょう

感震ブレーカー
揺れを感知すると自動的
に電気の供給を遮断し、
電気火災を防ぎます。

突っ張り棒
家具と天井の隙間に設置します。
※天井に強度が必要です。

飛び出し防止器具
留め具を付けて戸棚の扉が
開かないようにします。

L 字金具
家具と壁をボルトなど
で固定します。
※壁に強度が必要です。

粘着マット
粘着性のあるゲル状のもので家
具の底面と床面を接着させます。
※有効期限に注意してください。

ガラス飛散防止フィルム
窓ガラスやガラス扉のある家具
に張り、割れたガラスが飛び散
らないようにします。

キャスター下皿
キャスター付きの家具
を固定します。

被災しても自宅で過ごすために……

お ち 災う 防安心
安全

自宅が 安 全なら自宅が 安 全なら
日常に近い環境で日常に近い環境で
過ごせます過ごせます
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日常備蓄はローリングストックで！
　災害が起きると、食料品や生活必需品が一時的に入手しに
くくなることが考えられます。そのため、普段から食べてい
る・使っている食料品や生活必需品は、少し多めに購入して
ストックしておく「日常備蓄」をお勧めします。「買って・ス
トックして・使う」ことを繰り返すローリングストックな
ら、賞味期限切れなどの心配もありません。

伝統食品を 
ローリングストックに取り入れよう
　冷蔵庫のなかった時代は、常温で保存の効
く食品は日常生活の必需品でした。
　昔ながらの伝統食品は災害時にも大活躍し
てくれます。

食料品・生活必需品の日常備蓄

日常備蓄は最低 3日分、できれば 1週間分の備えを

高野豆腐
災害時に不足しがちなタ
ンパク質やカルシウムな
どの良質な栄養素もたっ
ぷり含まれています。

煮干し
水を入れたポリ袋で戻せば
いつでも食べられます。缶
詰のホタテやツナを入れる
とおいしさもアップ。

切り干し大根
ポン酢をかけるだけでおいし
いおかずの出来上がり。おや
つ代わりにそのままパリパリ
食べてもおいしいです。

ストック
（備蓄）する

なくなる
前に買う

ローリング
ストック 古いもの

から使う

飲料水
飲用だけでなく調理など
にも利用できます。

※ 1日 1人 3L

モバイルバッテリー
災害時に停電が起きてもスマー
トフォンなどを充電できます。

非常用トイレ
1 人 1 日 5 回×3日分を
用意しておきましょう。

特に重要な 4アイテム

カセットコンロ
停電やガスが止まっても温
かい料理を食べられます。

家族の大好物をストック「幸せ備蓄」
　お父さんはトマトジュース、お母さんは豆乳、
娘はカフェオレ……など、家族が好きなものを箱
買いしてはいかがでしょうか。好きな飲み物が箱
買いされていたら、幸せな気分になりますよね。
「次は何にしようかな！」なんて、日常備蓄が楽
しみになりますよ。

POINT

いざというときに慌てないために 
チェックリストを作っておきましょう
　家族の年齢やライフスタイル、住宅環境によって必要なものや
優先順位は異なります。特に医療品は命に関わる場合もあるので
日頃から準備しておきましょう。地域の防災計画、気象・地形条
件など、リスクに応じて項目を追加・修正してご活用ください。

▪飲料水・食料品
□飲料水　1日 1人 3L×家族の人数（3日～1週間）
□食料品缶詰・レトルト食品・フリーズドライ食品など

▪日用品
□トイレットペーパー　□ウェットティッシュ　□非常用トイレ
□ポリ袋　□水のいらないシャンプー　□歯磨き粉
□生理用品　□救急セット・常備薬　□カイロ　□ラップ
□カセットコンロ・ボンベ　□モバイルバッテリー

▪乳幼児のいる家庭
□紙おむつ　□お尻ふき　□おやつ　□哺乳瓶
□哺乳瓶消毒グッズ　□粉ミルク・液体ミルク　□離乳食

▪要介護者のいる家庭
□介護食　□大人用紙おむつ　□補助具など

▪ペットのいる家庭
□ペットフード　□ペット用トイレシート　□ケージ

チェックリスト（一例）　赤字＝重要備蓄品

なくなる前に買うのがポイント

JA SAPPORO NIJI-NO TAIJYU  2026-0505



アラカルト 組合員さんとJAの活動を紹介します！

＊
a l
a carte＊

　

畜
産
部
会
本
部
は
、
本
店
3
階
中
会
議
室
に
て
部
会
員

11
名
と
職
員
3
名
が
出
席
し
、
第
2
回
通
常
総
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
令
和
7
年
度
事
業
報
告
や
収
支
決
算
等
の
議

案
に
つ
い
て
、
出
席
し
た
部
会
員
か
ら
質
問
が
あ
り
、
役

員
や
事
務
局
が
説
明
を
行
っ
た
結
果
、
承
認
。
そ
し
て
、

全
て
の
議
案
を
可
決
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
報
告
事
項

に
て
、
粗
飼
料
収
量
調
査

に
お
け
る
乾
物
収
量
の
見

込
収
量
上
位
3
名
に
表
彰

と
記
念
品
の
贈
呈
を
行

い
、
全
体
の
調
査
結
果
を

報
告
い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
出
席
者
で
集

合
写
真
を
撮
影
し
、
昼
食

の
弁
当
を
囲
ん
で
歓
談
し

な
が
ら
終
了
い
た
し
ま
し

た
。

　

令
和
8
年
度
も
引
き
続

き
、
萩
中
部
長
を
中
心
と

し
て
活
動
し
て
ま
い
り
ま

す
。�

（
中
川
特
派
員
）

　

青
壮
年
部
平
岸
支
部
は
、
札
幌
東
急

R
E
I
ホ
テ
ル
に
て
70
周
年
記
念
祝
賀

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
部
員
17

名
、
来
賓
7
名
、
職
員
9
名
の
計
33
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
祝
賀
会
に
向
け
、
実
行
委
員

会
を
中
心
に
1
年
前
か
ら
準
備
を
進
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
甲
斐
も
あ

り
、
式
典
は
滞
り
な
く
進
行
し
、
平
岸

支
部
の
歴
史
と
絆
を
再
確
認
す
る
素
晴

ら
し
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

祝
宴
後
半
の
ビ
ン
ゴ
大
会
で
は
、
豪

華
景
品
を
目
指
し
て
数
字
が
読
み
上
げ

ら
れ
る
た
び
に
、
会
場
か
ら
一
喜
一
憂

の
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
リ
ー
チ
が

重
な
る
終
盤
に
は
部
員
と
来
賓
の
垣
根

を
越
え
て
会
場
が
一
体
と
な
り
、
笑
顔

の
絶
え
な
い
賑
や
か
な
ひ
と
と
き
と
な

り
ま
し
た
。

　

70
周
年
と
い
う
大
き
な
節
目
を
終

え
、
我
々
は
次
な
る
10
年
に
向
け
て
歩

み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
は
女

性
部
平
岸
支
部
と
も
よ
り
一
層
連
携
を

深
め
、
組
織
の
さ
ら
な
る
発
展
に
邁
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。�

（
柳
橋
特
派
員
）

本
部
統
合
後
2
度
目
の
開
催

表
彰
と
語
ら
い
で
笑
顔
広
が
る

第
2
回
畜
産
部
会
本
部　
通
常
総
会
開
催

感
謝
を
胸
に
未
来
へ

青
壮
年
部
平
岸
支
部
70
周
年
祝
賀
会
を
開
催

3／12 木

3／19 木

畜産部会本部
集合写真。

今年で 70 周年を迎えた青壮年部平岸支部。
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アラカルト 組合員さんとJAの活動を紹介します！

＊
a l
a carte＊

　

当
Ｊ
Ａ
は
「
令
和
7
年
度
北
海
道
信
用
事
業
優
績
Ｊ
Ａ
」

を
受
賞
し
、
3
月
18
日（
水
）、
当
Ｊ
Ａ
本
店
に
て
Ｊ
Ａ
北
海

道
信
連
の
瀬
戸
良
憲
専
務
よ
り
、
軽
部
組
合
長
に
対
し
、
表

彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
受
賞
は
、
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
北
海
道
の
「
北
海
道
信

用
事
業
優
績
Ｊ
Ａ
表
彰
選
定
基
準
」
に
お
け
る
重
点
推
進
項

目
に
お
い
て
、
総
合
的
に
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
こ
と
に
よ

る
も
の
で
、
当
Ｊ
Ａ
に
お
け
る
信
用
事
業
の
重
要
性
の
深
い

認
識
と
、
積
極
的
な
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
も
ひ
と
え
に
日
頃
よ
り
組
合
員
の
皆
さ
ま
か
ら
い
た

だ
い
て
い
る
格
別
の
ご
支
援
の
賜
物
と
、
役
職
員
一
同
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
引
き
続
き
さ
ま
ざ
ま
な
ご
提
案
や

サ
ー
ビ
ス
を
通
じ
、
皆
さ
ま
の
暮
ら
し
の
お
手
伝
い
が
で
き

る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
変
わ
ら
ぬ
ご
愛
顧
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
が
運
営
す
る
「
地
物
市
場
と
れ
の
さ
と
」

が
、
令
和
８
年
度
の
夏
季
営
業
を
力
強
く
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し

た
。
４
月
４
日
、
５
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
た
「
ス

プ
リ
ン
グ
セ
ー
ル
」
で
は
、
多
く
の
お
客
様
に
ご
来
場
い
た
だ

き
、
期
間
中
の
売
上
高
は
１
２
８
３
万
９
５
４
１
円
と
い
う
過

去
最
高
記
録
を
達
成
。
初
日
は
開
店
前
か
ら
熱
心
な
買
い
物
客

で
長
蛇
の
列
と
な
り
、
１
日
だ
け
で
７
０
９
万
５
０
０
２
円
を

売
り
上
げ
る
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

　

今
回
の
セ
ー
ル
で
は
、
食
卓
を
彩
る
目
玉
商
品
が
多
数
登

場
。
特
価
販
売
の
精
米
「
な
な
つ
ぼ
し
」
を
は
じ
め
、
自
慢
の

加
工
品
で
あ
る
ハ
ン
バ
ー
グ
や
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
、
ス
イ
ー
ト
ポ

テ
ト
も
反
響
を
い
た
だ
き
、
多
く
の
お
客
様
が
カ
ゴ
い
っ
ぱ
い

に
地
元
の
味
を
詰
め
込
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、
５
日
限
定
で

販
売
さ
れ
た
「
奥
芝
商
店
」
の
「
札
幌
黄
」
使
用
生
カ
レ
ー
パ

ン
は
、
わ
ず
か
１
時
間
で
１
０
０
個
が
完
売
す
る
ほ
ど
の
人

気
。
地
元
の
ブ
ラ
ン
ド
食
材
と
名
店
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が

大
き
な
注
目
を
集
め
た
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
他
に
も
野
菜
の

詰
め
放
題
や
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
に
よ
る
グ
ル
メ
の
販
売
な
ど
、

家
族
連
れ
の
お
客
様
を
中
心
に
終
始
活
気
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
２

日
間
で
し
た
。
黒
田
店
長
は
、「
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
方
に
足
を

運
ん
で
い
た
だ
き
、
過
去
最
高
の
売
上
を
達
成
で
き
た
こ
と
は

大
き
な
喜
び
で
す
。
こ
れ
か
ら
、
と
れ
た
て
の
旬
野
菜
が
本
格

的
に
並
ぶ
季
節
。
地
域
の
食
の
魅
力
を
こ
れ
か
ら
も
全
力
で
発

信
し
て
い
き
ま
す
」
と
、
今
年
度
の
さ
ら
な
る
飛
躍
に
向
け
た

意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

優
績
Ｊ
Ａ
表
彰

令
和
7
年
度
北
海
道
信
用
事
業

優
績
Ｊ
Ａ
表
彰
を
受
賞
！

活
気
あ
ふ
れ
る
春
の
開
幕

「
と
れ
の
さ
と
」ス
プ
リ
ン
グ
セ
ー
ル
で

過
去
最
高
を
記
録

3／18 水

4／4 土
 〜5 日

奥芝商店コラボの生カレーパン販売ブース。購入に訪れた大畑
部長と女性部の方々が、急遽販売サポートをしてくださいました。

表彰状を手に軽部組合長（左）と瀬戸専務
（右）で記念の一枚。

オープン前から １００ 人を超える行列。地域の皆さまの期
待が伝わってくる一幕です。
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アラカルト 組合員さんとJAの活動を紹介します！

＊
a l
a carte＊

　
Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
女
性
部
は
本
店
3
階
大
会
議
室
に

て
第
27
回
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
59
名
の
代

議
員
の
ほ
か
、
常
勤
役
員
や
女
性
理
事
、
青
年
部
長

ら
を
来
賓
に
迎
え
、
石
狩
支
部
・
竹
永
真
紀
さ
ん
の

議
事
進
行
の
も
と
、
令
和
7
年
度
の
事
業
報
告
や
収

支
決
算
な
ど
4
件
の
議
案
が
全
て
満
場
一
致
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

同
女
性
部
は
令
和
7
年
度
、
伝
統
行
事
で
あ
る

「
女
性
の
集
い
」
を
は
じ
め
、
札
幌
市
内
の
生
産
者

を
巡
る
「
研
修
旅
行
」
や
「
女
性
部
特
製
豚
汁
の
販

売
」
と
い
っ
た
P
R
活
動
の
ほ
か
、
各
支
部
で
の

Ｊ
Ａ
ま
つ
り
や
1
統
括
支
店
1
協
同
活
動
へ
の
協
力

な
ど
、
積
極
的
な
地
域
貢
献
活
動
を
展
開
し
て
き
ま

し
た
。

　

総
会
の
最
後
に
は
、
北
札
幌
支
部
・
山
本
副
支
部

長
の
先
導
の
も
と
全
員
で
「
新
Ｊ
Ａ
女
性
の
歌
」
を

合
唱
し
、
結
束
を
よ
り
一
層
深
め
ま
し
た
。

　

あ
わ
せ
て
承
認
さ
れ
た
令
和
8
年
度
の
活
動
計
画

で
は
、
女
性
部
間
の
絆
を
さ
ら
に
強
固
に
す
る
こ
と

や
、
女
性
部
が
主
体
と
な
っ
て
地
域
住
民
と
共
生
す

る
組
織
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
、
さ
ら
に
消
費
者
交

流
を
通
じ
て
健
全
な
「
農
と
食
」
を
次
世
代
へ
つ
な

ぐ
こ
と
な
ど
が
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

部
長
就
任
か
ら
一
年
が
経
ち
ま
し
た
。
こ
の
一
年
、
私
が
何
よ
り
も
大

切
に
し
て
き
た
の
は
、
部
員
一
人
ひ
と
り
と
の
「
和
」
で
す
。
前
任
の
菅

原
部
長
が
築
か
れ
た
温
か
な
伝
統
を
大
切
に
受
け
継
ぎ
、
皆
さ
ま
と
手
を

取
り
合
い
な
が
ら
絆
を
深
め
る
こ
と
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
お
か

げ
さ
ま
で
互
い
に
支
え
合
う
輪
が
広
が
り
、
農
業
団
体
の
一
員
と
し
て
の

女
性
部
の
存
在
価
値
を
、
皆
さ
ま
と
共
に
し
っ
か
り
と
示
す
こ
と
が
で
き

た
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
「
札
幌
の
農
業
を
知
る
・
伝
え
る
」

を
指
針
に
掲
げ
ま
し
た
。
8
月
の
現
地
研
修
で
は
、
生
産
者
の
熱
い
想
い

に
触
れ
、
全
員
が
「
Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
農
業
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
」
と
し
て
そ
の

魅
力
を
発
信
し
ま
し
た
。
9
月
の
「
た
ま
ね
ぎ
フ
ェ
ア
」
で
は
青
年
部
と

協
力
し
て
特
製
豚
汁
を
提
供
し
、
321


杯
が
わ
ず
か
3
時
間
で
完
売
す

る
と
い
う
嬉
し
い
反
響
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
10
月
の
「
第
25
回

女
性
の
集
い
」
で
は
、
100


名
を
超
え
る
部
員
の
皆
さ
ま
に
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
地
産
地
消
ラ
ン
チ
を
囲
み
、
手
作
り
品
の
販
売
等
を

通
じ
て
皆
さ
ま
と
の
絆
を
再
確
認
す
る
素
晴
ら
し
い
時
間
を
共
有
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
2
月
の
懇
談
会
で
も
、
女
性
な
ら
で
は
の
視
点
で
農

業
を
伝
え
る
た
め
の
新
た
な
ヒ
ン
ト
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
部
員
数
の
減
少
と
い
う
課
題
は
あ
り
ま
す
が
、
他
組
織
と
の
連

携
や
新
し
い
感
性
を
力
に
変
え
、
私
た
ち
は
よ
り
豊
か
な
組
織
へ
と
進
化

で
き
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
な
ら
で
は
の
特
色

を
活
か
し
、
楽
し
み
な
が
ら
「
農
」
と
「
食
」
を
支
え
る
活
動
を
共
に
歩

ん
で
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

　

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
心
よ
り
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
共
に
笑
顔
で
、
新
し
い
一
年
を
創
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
本
年
度
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
女
性
部
第
27
回
通
常
総
会

59
名
が
出
席
し
女
性
部
の
結
束
を
高
め
る

4／3 金

Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
女
性
部　

本
部
部
長　

嶋　

知
子

左から嶋部長、土谷副部長、杉田副部長議事進行をしていただいた竹永真紀さん（石狩支部）。
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アラカルト 組合員さんとJAの活動を紹介します！

＊
a l
a carte＊

　
Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
青
年
部
で
は
、
本
店
3
階
大
会
議
室
に

て
第
27
回
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
40
名
の
代
議
員

の
出
席
の
ほ
か
、
常
勤
役
員
や
女
性
部
長
、
併
せ
て
8
名

を
来
賓
に
迎
え
、
三
上
一
彦
さ
ん（
中
央
支
部
）の
議
事
進

行
の
も
と
、
令
和
7
年
度
事
業
報
告
と
収
支
決
算
な
ど
3

件
の
議
案
を
審
議
。
質
疑
応
答
の
後
、
す
べ
て
の
議
案
を

満
場
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

令
和
7
年
度
は
、「
食
べ
て
も
ら
う
ま
で
が
農
業
」
と

い
う
理
念
を
体
現
す
べ
く
、
多
様
な
活
動
を
展
開
。
主
な

取
り
組
み
と
し
て
、
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
ト
で
の
生
産
者
マ

ル
シ
ェ
を
は
じ
め
、
北
海
道
コ
ン
サ
ド
ー
レ
札
幌
ア
カ
デ

ミ
ー
・
北
海
道
札
幌
伏
見
支
援
学
校
な
ど
で
の
食
育
授
業

を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
札
幌
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
は
ド

ン
ク
モ
デ
ル
と
連
携
し
「
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
♡
Ｖ
Ｅ
Ｇ
Ｅ
」
イ

ベ
ン
ト
へ
の
協
力
、
ｂ
ｉ
ｓ
ｅ
ｎ
の
学
生
た
ち
の
協
力
に

よ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
紙
袋
の
制
作
な
ど
デ
ザ
イ
ン
と
農
産
物

の
融
合
に
も
注
力
し
ま
し
た
。
令
和
8
年
度
の
活
動
計
画

に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
青
年
部
の
基
盤
を
強
化
す
る
と

と
も
に
、
青
年
部
が
主
体
と
な
っ
て
農
業
Ｐ
Ｒ
活
動
事
業

に
取
り
組
み
、
部
員
に
と
っ
て
“
意
義
の
あ
る
青
年
部
”

を
目
指
す
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
で
は
、
本
部
部
長
に
大
畑

一
郎
さ
ん（
北
札
幌
支
部
）、
副
部
長
に
今
村
哲
平
さ
ん

（
南
支
部
）、
坂
東
拓
也
さ
ん（
北
札
幌
支
部
）、
武
田
慈
喜

さ
ん（
篠
路
支
部
）が
再
任
し
ま
し
た
。
平
賀
農
さ
ん（
南

支
部
）に
は
、
引
き
続
き
参
与
を
務
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

昨
年
度
の
青
年
部
は
「
農
業
P
R
・
学
生
応
援
・
企

業
連
携
・
地
域
貢
献
」
の
四
つ
の
柱
を
軸
に
、
多
角
的

な
活
動
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
本
部
活
動
に
お
い
て
は
、「
さ
っ

ぽ
ろ
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
ト
」
で
の
野
菜
販
売
や
、
地
元
企
業
・
女
性
部
・

職
員
と
緊
密
に
連
携
し
な
が
ら
、
札
幌
近
郊
農
業
の
価
値
を
広
く
発
信
い

た
し
ま
し
た
。
特
に
奥
芝
商
店
様
と
の
コ
ラ
ボ
に
よ
る
「
生
カ
レ
ー
パ

ン
」
は
5
日
間
で
6
00

食
以
上
を
売
り
上
げ
る
な
ど
大
き
な
反
響
を
呼

び
、「
食
べ
て
も
ら
う
ま
で
が
農
業
」
と
い
う
理
念
を
具
現
化
し
、
消
費

者
の
皆
さ
ま
へ
直
接
届
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
青
年
部
の
イ
ベ
ン
ト
に
実
際
に
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
り
、
農

産
物
を
手
に
取
っ
て
い
た
だ
い
た
多
く
の
組
合
員
の
皆
さ
ま
の
支
え
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
す
べ
て
の
事
業
を
無
事
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

グ
ッ
チ
ー
様
を
招
い
て
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
や
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
、
各
支
部

で
の
視
察
研
修
や
「
J
A
ま
つ
り
」
等
を
通
じ
、
部
員
同
士
の
親
睦
と
組

織
の
結
束
力
を
再
確
認
で
き
た
こ
と
は
大
き
な
成
果
で
す
。

　

今
年
度
は
、
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
ト
の
拡
大
開
催
を
は
じ
め
、
北
海
道
を

代
表
す
る
各
分
野
の
企
業
様
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て
、
農
業
団
体
の
組
織
と

し
て
、
地
域
の
学
生
に
向
け
て
リ
ア
ル
な
食
農
教
育
を
展
開
で
き
る
よ

う
、
仲
間
と
の
結
束
を
深
め
て
い
く
所
存
で
す
。
一
人
で
も
多
く
の
青
年

部
員
の
農
産
物
を
P
R
し
、
皆
さ
ま
に
知
っ
て
食
べ
て
い
た
だ
く
機
会
の

創
出
を
力
強
く
目
指
し
な
が
ら
、
ロ
ゴ
に
刻
ま
れ
た
「
S
A
P
P
O
R
O 

P
R
I
D
E
」
の
精
神
を
胸
に
、
次
世
代
へ
と
繋
が
る
歩
み
を
さ
ら
に
前

に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
青
年
部
第
27
回
通
常
総
会

「
食
べ
て
も
ら
う
ま
で
が
農
業
」を
モ
ッ
ト
ー
に　

伝
統
と
革
新
の
融
合
を
目
指
す

4／17 金

Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
青
年
部　

本
部
部
長　

大
畑　

一
郎

左から武田副部長、坂東副部長、大畑部長、今村副部長、平賀参与総会にて議長を務めていただいた三上一彦
さん（中央支部）。
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理
事
会
だ
よ
り

第
12
回
定
例
理
事
会

　
令
和
8
年
3
月
30
日（
月
）午
後
1
時
00
分
よ

り
、
本
店
3
階
役
員
会
議
室
に
お
い
て
、
定
例
理

事
会
が
開
催
さ
れ
た
。

●
協
議
事
項

1
、�参
事（
経
済
部
門
専
任
）の
辞
任
に
つ
い
て

　

令
和
2
年
7
月
、
参
事
に
選
任
さ
れ
た
浅
井
琢

職
員
が
定
年
到
達
年
齢
60
歳
に
到
達
し
令
和
8
年

3
月
31
日
付
、
定
年
退
職
を
迎
え
る
に
あ
た
り
辞

任
届
出
が
提
出
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
辞
任
受
理
協

議
で
あ
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
、
協
議
後
、
可
決
決

定
。

2
、�令
和
7
年
度
収
支
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
実

施
に
つ
い
て

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
で
進
め
て
い
る
「
持
続

可
能
な
Ｊ
Ａ
経
営
基
盤
の
確
立
・
強
化
」
の
取
り

組
み
と
し
て
実
施
し
た
、
今
後
の
収
支
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン（
令
和
11
年
度
ま
で
）結
果
の
概
要
が

説
明
さ
れ
、
可
決
決
定
。

3
、令
和
7
年
度  

年
度
末
賞
与
の
支
給
に
つ
い
て

　

支
給
基
準
・
支
給
人
数
・
支
給
総
額
・
支
給
日

に
つ
い
て
詳
細
に
説
明
さ
れ
、
可
決
決
定
。

4
、�令
和
8
年
度
「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ

グ
ラ
ム
」の
策
定
に
つ
い
て

　

具
体
的
実
践
項
目
に
つ
い
て
昨
年
か
ら
の
変
更

点
を
中
心
に
説
明
さ
れ
、
可
決
決
定
。

5
、�『
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
基
本
規
程
』の
一
部
改

正
に
つ
い
て

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ウ
イ
ル
ス
の
記
載
に
関
す
る

所
要
の
整
備
で
あ
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
、
可
決
決

定
。

6
、�『
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
等
へ
の
対
応
に

関
す
る
規
程
』
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

現
行
の
顧
客
属
性
照
会
シ
ス
テ
ム（
C
C
S
）の

更
改
期
限
到
来
に
伴
い
系
統
マ
ネ
ロ
ン
管
理
シ
ス

テ
ム
へ
移
行
す
る
べ
く
所
要
の
整
備
で
あ
る
こ
と

が
説
明
さ
れ
、
可
決
決
定
。

7
、�令
和
8
年
度
貸
出
金
利
率
の
最
高
限
度
並
び

に
信
用
供
与
等
の
限
度
額
設
定
に
つ
い
て

　

令
和
8
年
度
の
貸
出
金
利
率
の
最
高
限
度
、
信

用
供
与
等
の
限
度
額
に
つ
い
て
各
受
信
者
に
対
す

る
信
用
供
与
限
度
額
が
説
明
さ
れ
、
可
決
決
定
。

8
、�令
和
8
年
度
余
裕
金
運
用
及
び
運
用
計
画

額
・運
用
方
針（
案
）に
つ
い
て

　

基
本
方
針
・
運
用
方
法
並
び
に
取
引
先
金
融
機

関
等
の
説
明
が
さ
れ
、
可
決
決
定
。

●
報
告
事
項

1
、「
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
」の
変
更
に
つ
い
て

2
、重
要
管
理
債
権
経
営
状
況
等
報
告

3
、�令
和
8
年
度
第
1
四
半
期
余
裕
金
等
運
用
計

画
額
及
び
運
用
方
針
に
つ
い
て

4
、令
和
8
年
度
余
裕
金
等
の
預
入
先
に
つ
い
て

5
、地
公
体
融
資
に
つ
い
て

6
、�令
和
8
年
度
農
業
振
興
強
化
対
策
支
援
事
業

（
案
）に
つ
い
て

7
、�Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
野
菜
集
出
荷
施
設（
ベ
ジ
タ
ブ

ル
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
）利
用
料
の
改
定
に
つ
い
て

8
、2
月
末
財
務
状
況
報
告

9
、2
月
末
組
合
員
加
入
・脱
退
状
況
報
告

10
、3
月
の
動
静
と
4
月
の
予
定
に
つ
い
て

11
、定
期
人
事
異
動
に
つ
い
て

�

（
閉
会
・
午
後
2
時
42
分
）
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JA info rmation 

令和8年3月末業務実績 令和8年2月末業務実績

ＪＡさっぽろ
DATA

組合員数
正組合員 3,682名 3,686名

准組合員 34,749名 34,755名

合　計 38,431名 38,441名

出資金残高 72億8千7百万円 72億7千4百万円

販売取扱高 44億3千2百万円 43億3千5百万円

購買供給高 29億9千4百万円 27億3千8百万円

貯金残高 3,603億2千2百万円 3,690億4千万円

融資残高 1,140億9千8百万円 1,126億5千5百万円

共済保有高 6,256億4千4百万円 6,259億5千8百万円

施設建設取扱高 2億1千3百万円 8千9百万円

管理受託戸数 4,702戸 4,725戸

令
和
8
年
度　

第
1
回
地
区
別
懇
談
会
の
ご
案
内

　

左
記
の
日
程
で
令
和
8
年
度
の
第
1
回
地
区
別
懇
談
会

を
開
催
い
た
し
ま
す
。
組
合
員
の
皆
さ
ま
は
、
開
催
前
に

お
届
け
す
る
資
料
を
ご
持
参
の
う
え
、
ご
出
席
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

※
詳
細
は
支
店
よ
り
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

開催日 地区名 開会時間 会　場

6月16日（火）

新琴似
9：30～

新琴似支店会議室
石狩八幡 石狩八幡支店会議室
石狩花畔

14：00～
花畔中央会館

篠　路 篠路支店会議室

6月17日（水）

琴　似
9：30～

琴似支店会議室
豊　平 清田区民センター
北札幌

14：00～
北札幌支店会議室

平　岸 平岸支店会議室

6月18日（木）

厚　別
9：30～

厚別支店会議室
西　町 西町支店会議室
白　石

14：00～
白石支店会議室

手　稲 手稲支店会議室

6月19日（金）
南

14：00～
南支店会議室

中　央 本店 3階大会議室
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⚫営業時間／ 8：30～20：00
⚫�定休日／なし（年中無休）
⚫�駐車場／ホテル駐車場（有料）割引優待の可能性あり

札幌グランドホテル
THE BAKERY & PASTRY （ザ・ベーカリー & ペイストリー）
札幌市中央区北 1条西 4丁目 1F　TEL 011-261-3311

　ＪＡさっぽろあぐりアクション『地産知笑』コーナーでは、
ＪＡさっぽろ産の旬の食材と、その魅力を存分に活かした
お店をご紹介します。

　パティシエたちが技と発想を存分に活かして競争と
連携。市民の皆さまに楽しんでいただける札幌を代表
するスイーツ、そして文化を生み出そうと 2006 年に始
まったのが、さっぽろスイーツコンペティションです。 
長らく高品質ながら安定した価格で供給されてきた北
海道産の乳製品が、近年、世界的な情勢不安や円安の
進行により、高騰する外国産乳製品に代わり新たな注
目を集めています。また、近年の消費者志向の変化
や、競合する甘味（加糖調整品・異性化糖・人工甘味
料）の需要増加等により、砂糖の消費量が減少傾向にあ
ること。 それらの状況を踏まえ、北海道産の「糖」と、
100％北海道産の「チーズ」および「その他乳製品」を
使用した〈新しい＝neo チーズケーキ〉のアイデアを形
にしたのが、〈さっぽろ neo チーズケーキ〉です。

No.06

THE BAKERY & PASTRY　
の詳細はこちらから▶

小林牧場物語 
カマンベールチーズを使用した

neoチーズケーキ

さっぽろスイーツコンペティション 2026
neoチーズケーキ とは

　カマンベールとクリームチーズを合わせ、口の中で
とろける味わいに。ベルガモットが香るクリームとサ
ブレがミルキーなムースを引き立てます。�￥700（税込）

左から　田畑職員　佐々木職員　小野寺職員

　カマンベールとクリームチーズを
合わせた、滑らかでコクのあるムー
スに仕上げました。中にはベルガ
モットのほのかな香りを忍ばせ、後
味に上品な余韻を残しています。
　土台のサブレにはパルミジャーノ
を加え、サクッとそしてホロッとす
る食感とともにチーズの旨味を重ね
ました。シンプルでありながら、記
憶に残る一品を目指しました。

パティシエ
高田 亮さん

食べる前からチーズの香りが堪能
できました。上の生クリームと
チーズの香りや酸味が合わさって
最初から最後までチーズを楽しめ
て、とてもおいしかったです。
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「虹の大樹」を彩る、未来のクリエイターをご紹介します！

JAさっぽ ろ「 農 」デ ザ イン・ラ ボ

　実際に「とれのさと」を訪れてみると店内には色鮮やかな野菜が数多く並んでおり、その
光景に思わず圧倒されました。種類の豊富さや新鮮さに惹かれるとともに、実際に食べてみ
ると、野菜が苦手な私でも驚くほど本当に美味しく感動しました！また、外観や店内は派手す
ぎず落ち着いた雰囲気があり、地域の方が気軽に立ち寄れる場所だと感じました。さらに、
札幌の近くでこれほど野菜を身近に感じられる場所があることにも驚き、その魅力を多くの人
に伝えたいと思いました。こうした体験をもとに、野菜に苦手意識を持つ人にも手に取っても
らえるよう、親しみやすさや感じたイメージを意識してこのビジュアルを制作しました！

北海道芸術デザイン専門学校（bisen）
グラフィックデザイン専攻 長

な が

﨑
さ き

 楓
ふ う

花
か

さん

学校法人 美専学園  北海道芸術デザイン専門学校　〒001-0024 札幌市北区北24条西8丁目1-12　TEL：011-756-0777（代）

　表紙のデザインを制作す
る前に、実際に「とれのさ
と」を見学し職員の方からお
話を聞いたり、実際に売られ
ている野菜や花の生産者さ
んの事も併せて知ることがで
きました。自宅に帰ってから
とれのさとの野菜を初めて味
わったのですが、新鮮な野
菜がこんなに美味しいのか！
と驚きました（ほうれん草と

黄かぶをいただきました）。今回、札幌近郊で作られた野菜
や花などが様々な場所に届けられ、人も地域もさらに元気に
なっていく、というイメージでデザインしました。この地域
の農業のパワーをデザインから感じてもら
えたら幸いです。

　札幌では農業が盛んなイメー
ジがあまり無かったのですが、
今回「とれのさと」に実際に
伺って札幌市や石狩市でこんな
に形や色が綺麗で生き生きとし
た美味しい野菜が採れているこ
とを初めて知りました。
　新鮮で美味しそうな野菜達が
どんな風に作られているのか教
えていただいたり、玉ねぎの詰
め放題コーナーでは限界まで袋

に詰め込んでみたり、とにかく楽しく見学させて頂きました！
　「とれのさと」は野菜を通じて地域の方々が繋がり、賑わう場
所だと感じました。そのことから従業員の方やお客さんが野菜に
囲まれて、同じ場所（とれのさと）に居る様子を
イメージして制作しました。

グラフィックデザイン専攻

馬
ば

場
ば

美
み

冬
ふ ゆ

さん

グラフィックデザイン専攻

館
た て

坂
さ か

 奈
な

那
な

美
み

さん

今月の
表紙イラスト

を描いて
くれたのは…

来月号では、４ 名の新たな学生が圃場を見学し、デザインを担当してくれます。お楽しみに！




